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＜「徳島大学大学院医学研究科特別講義」＞

■題目
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■講演講師
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■コメンテーター講師
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■日 時 ８月１日(金)18:30～20:00（開場は 15 分前）

（報告 45 分＋質疑 45 分）

■会 場 徳島大学青藍会館・大会議室

（蔵本キャンパス南西角・医学部保健学科裏）

エスノメソドロジーという社会学の方法による医療場面のフィールドワークでは、参与

観察や、画像・音声データの分析を通して、医療の現場で実際に、何が、どのように行わ

れているのか、という点を検討・研究しています。

具体的には、「実際にその仕事に携わる人たちが、知識や、相互期待、役割分担、論理

立て、といったものを、どのように活用して、その場その場での作業を達成していっている

のか」、という点が詳細に観察・記述されます。

上記の点に留意しながら、エスノメソドロジーによる医療場面の研究を概観しましょう。

また、エスノメソドロジーの観点から医学教育について何が言えるか、ということについて

も言及します。教官・大学院生・学部学生・一般医療関係者・看護関係者・ＳＰ関係者な

ど、医学教育および医療コミュニケーションに関心を持つ全ての方のご来聴を歓迎致しま

す。大学院医学研究科特別講義でもあります。（記録のためのビデオ撮影があります。ご

承知おき下さい）

●主催＝『医学教育のエスノメソドロジー』（学際組織）、後援＝『徳島大学医療教育統合支援センタ

ー』、『徳島県医師会』、『徳島大学ボランティア・市民活動支援室』（一般連絡先：徳島大学総合科

学部・樫田美雄＝kashida@ias.tokushima-u.ac.jp＝）

※大学院関係連絡先：医学部情報伝達薬理学 玉置俊晃（内線：２２２７）

※大学の所在地等はhttp://www.tokushima-u.ac.jp/index.htmlをごらん下さい。

http://www.tokushima-u.ac.jp/index.html
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